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自らすすめ る学び の 様相に関する研究
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1　 研究の 背景

　 多様な学習形 態や指導体制の 工 夫が 今次学

習指導要領 にも りこ まれ ， 総合的な学習の 時間

な どで ， 異学年集 団の 学習活動も求め られ るよ

うに な っ て きた 。 そ こ で は ， 子ど もた ち主体の

学び の 実現が め ざされ て い る 。 しか し ， 子 ども

た ち だ け で 学習 が 成立 す る の か とい う現場教

員か ら の 不安の 声は多い 。

　学習集団 が教師 に 指導され なが ら進 め る 学

び と ， 子 ども主体で （子 ども自ら）進 め る学び

の 意味 の 違 い は何か 。 また ，

「自ら学ぶ」 とい

う学習活動に つ い て
， 異学年集団に よ る学び合

い などを含め た多面的な研究 が 必要 とされ て

い る 。

2　研究の 目的

　 異学年で の 学習活動 の 研究 と して は ， 桐 生

（2002）の研 究に よれば教科学習にお い て も異

年齢集団 の 学び 合い に よ る学習 が成立 す る こ

とが報告され た 。 また ， 木下 ，
小林 ， 水落 （い

ずれも 2003）な ど の 研究 に よ り上位学年が 人

間関係に 配慮 した学び合 い をすすめ る こ とや ，

知 識や技能 の 伝 達を教師 に求め る こ とな く子

ど も同 士 の か か わ り合 い で 学び と っ て い く こ

とが報告されて い る 。 教師の 学習者の 自主性 や

主 体性を保 障す るか か わ りが 有効 で ある こ と

も示 されて い る 。

　 そ こ で ， 本研究で は ， 異学年の テ
ー

マ 別学習

集団 （学習者が テ
ー

マ を選択 した）で ， テ ーマ

に対 して どの 学年 とも未習の 学習 の 場面 にお

い て ， 子どもたちが 自らの 力で 学びをすすめ た

り ， 学び合い に よ っ て学習をすすめた りして い

く過程を観察
・分析 し ， 学習の 質やそれにおよ

ぼ す要因， 学び 合い をよ りすすめ る条件等を明

らかに する こ と を 目的とする 。

3　研究の 方法

　総合的な学習 の時間におい て ， テ
ーマ 別選択

学習を実施す る S 小学校を調査校と し ， 3年生

か ら 6年生 ま で の 74名が 5 つ の異学年集団に

分かれて学習する様 子 を観察 し ， 会話および 映

像 記録 をもとに ， ど の ように学習活動が展 開 さ

れ た の か を 「学び の過程 」 と学習者間の 「相互

作 用の 過程 」 を視点 と して 分析 ・考察す る 。

　（1）期間　2002年 9月 10日〜同 12月 13．日 ま

　　 で の 金曜 5
， 6時間目 ， 全 14 時間の 活動 。

　（2｝指導方法 　3 年生 〜 6 年生 （計 74名）の

　　 児童の 興味 ・関心に よ る テ ーマ を 5 つ 設定

　　 し ， 縦割 りグル ープ で 自らの テ
ー

マ を自ら

　　 の 力で学習 （小 計 10 時間）をすすめ ， 最

　　 後 に学習発表会 をする 。

　｛3観 察記録 方法　教室に 1 台の ビ デオ カ メ

　　 ラ
， お よび各教室の 各グ ル ープに 1台の テ

　　
ープ レ コ

ー
ダ
ー

を携帯させ て 学 習活動 の

　　 行動 と会話を記録する 。　　　　　　 ，

　 〔4）ア ン ケー ト調査 の 実施

4　結果と考察　　　　　　　　　　　1

　 自らすすめ る学び の様相 には ， 学習の めあて

に 添う 目的的活動 と ， 学習の めあて に添わ蓼い

非 目的的活動が ある 。 そして
， 目的的活動がそ

の 場 を楽 しむよ うな非 目的的活動 を ともに し

な が ら展開され て い る ことが明 らか になうた 。

　次に ， 自ら学び をすすめ られない 子 どもたち

に は ， 日ご ろ の 学習で やる気を失い ， 学習する

こ とが めん ど うだ と思 うよ うに な っ て い る こ

と ， 学習に よ っ て 自己や他者を見直 した りする

こ とが少な い こ とが 明 らか にな っ た 。

　また ， 異学年グル ープ学習におい て は ， 共同

の 学び にお け る対 立 や衝 突が起 こ りに く くな

るな ど人間関係 に配慮する傾 向が ある こ とや ，

下学年 の 子 ど もた ちの 学び の 充実度に対 す る

自己認 識が 上 学年の そ れ よ りも高 い こ とが明

らかにな っ た 。

　また ， 子 どもたち自らが すすめ る学習におい

て も発展性の ある学び が展開され るこ とや ， 主

体的 に学習す る子 どもた ちの 学び の 充実度は

高 く，

“

学び が い
”

とい える もの を感 じなが ら

学習 を すすめ て い る こ とな どが 明 らか に な り

つ つ ある。

　学習者主体の 学び の 展開は
， 従来の 教室内に

おけ る教授型 の
一

斉授業とは 異な る学び の 展

開の 可能性を示唆する もの と考え られ る 。
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